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住
民
参
加
型
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

型
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ 

シ
ョ
ン
の
町
の
新
た
な
試
み  

シ
ョ
ン
の
町
の
新
た
な
試
み 

  

本
県
の
北
東
端
に
位
置
し
、
県

北
部
エ
コ
タ
ウ
ン
の
拠
点
で
あ
る

小
坂
町
は
、
高
度
な
精
錬
技
術
を

基
礎
と
し
た
金
属
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
や
、
養
豚
団
地
に
よ
る
糞
尿
の

完
熟
堆
肥
化
、
廃
食
用
油
の

回
収
と
公
用
車
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃

料
運
行
な
ど
、
企
業
や
住
民

と
の
相
互
の
連
携
の
も
と
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
い
ち

早
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 
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サ
イ
ク
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養
豚
団
地
に
よ
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糞
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堆
肥
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廃
食
用
油
の

回
収
と
公
用
車
の
Ｂ
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燃

料
運
行
な
ど
、
企
業
や
住
民

と
の
相
互
の
連
携
の
も
と
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
い
ち

早
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

平
成
１７
年
度
に
町
が
策

定
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
」
は
、
農
政
課
題
の

克
服
な
ど
と
と
も
に
、
こ
う

し
た
実
績
の
延
長
線
上
に
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
１７
年
度
に
町
が
策

定
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
」
は
、
農
政
課
題
の

克
服
な
ど
と
と
も
に
、
こ
う

し
た
実
績
の
延
長
線
上
に
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

構
想
で
は
、「
①
生
ゴ
ミ
の

堆
肥
化
」
「
②
資
源
作
物
利

活
用
」
の
２
本
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
は
生
ゴ
ミ
を

一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
回
収

し
、
養
豚
団
地
の
畜
糞
堆
肥
と
混

合
発
酵
に
よ
り
堆
肥
化
す
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
も
う
一
方
は
、
遊

休
農
地
に
菜
の
花
を
作
付
し
、
そ

の
菜
種
か
ら
搾
油
、流
通
の
の
ち
、

回
収
し
た
家
庭
廃
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ

を
製
造
、
農
業
機
械
へ
再
利
用
す

る
と
い
う
「
自
己
完
結
」
の
シ
ナ

リ
オ
で
す
。 

構
想
で
は
、「
①
生
ゴ
ミ
の

堆
肥
化
」
「
②
資
源
作
物
利

活
用
」
の
２
本
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
は
生
ゴ
ミ
を

一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
回
収

し
、
養
豚
団
地
の
畜
糞
堆
肥
と
混

合
発
酵
に
よ
り
堆
肥
化
す
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
も
う
一
方
は
、
遊

休
農
地
に
菜
の
花
を
作
付
し
、
そ

の
菜
種
か
ら
搾
油
、流
通
の
の
ち
、

回
収
し
た
家
庭
廃
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ

を
製
造
、
農
業
機
械
へ
再
利
用
す

る
と
い
う
「
自
己
完
結
」
の
シ
ナ

リ
オ
で
す
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高
齢
農
家
に
も
栽
培
可
能
な

高
齢
農
家
に
も
栽
培
可
能
な 

菜
の
花
に
よ
る
経
済
的
効
果  

菜
の
花
に
よ
る
経
済
的
効
果 

   

小
坂
町
で
は
水
田
の
生
産
調
整

面
積
１
４
７
ｈａ
の
う
ち
、
８４

ｈａ

が
自
己
保
全
や
牧
草
作
付
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
「
遊
休
農
地
」
と
言
わ

れ
る
状
態
。
こ
の
う
ち
、
地
形
や

排
水
性
を
考
慮
し
た
３０

ｈａ
に
菜

の
花
の
作
付
を
計
画
、
１９
年
度
に

は
農
家
４５
戸
参
加
の
も
と
、
必
要

面
積
を
確
保
し
ま
し
た
。 

 

小
坂
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で
は
水
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調
整
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積
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、
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自
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牧
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作
付
な
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の

い
わ
ゆ
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遊
休
農
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言
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の
う
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地
形
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排
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性
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考
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し
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３０

ｈａ
に
菜

の
花
の
作
付
を
計
画
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１９
年
度
に

は
農
家
４５
戸
参
加
の
も
と
、
必
要

面
積
を
確
保
し
ま
し
た
。 

 

１０
ａ
あ
た
り
菜
種
２
０
０
ｋｇ

の
収
量
で
換
算
す
る
と
、
３０

ｈａ 
 

１０
ａ
あ
た
り
菜
種
２
０
０
ｋｇ

の
収
量
で
換
算
す
る
と
、
３０

ｈａ 

地地
域域
資資
源源
をを
活活
かか
しし
、、
循循
環環
型型
社社
会会
のの
構構
築築
にに
県県
内内
でで
もも
いい
ちち
早早
くく
取取
りり
組組
んん
でで
きき
たた
小小
坂坂

町町
。。
養養
豚豚
団団
地地
とと
のの
連連
携携
にに
よよ
るる
生生
ゴゴ
ミミ
堆堆
肥肥
化化
とと
併併
せせ
、、
遊遊
休休
農農
地地
のの
利利
活活
用用
なな
どど
をを
目目
的的
とと

しし
たた
菜菜
のの
花花
のの
作作
付付
普普
及及
にに
よよ
るる
「「ババ
イイ
オオ
ママ
スス
タタ
ウウ
ンン
構構
想想
」」にに
挑挑
戦戦
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

 
自自
己己
完完
結結
型型
ババ
イイ
オオ
ママ
スス
利利
活活
用用
にに
よよ
るる
農農
業業
活活
性性
化化
（（
小小
坂坂
町町
））  

搾油機を中心に並ぶ各種機械（上）と 
設置された「体験農園」外観（左）。 



 

で
６０
ｔ
、
そ
の
３
割
の
年
間
１
８
，

０
０
０
ℓ
の
菜
種
油
の
生
産
が
見

込
め
ま
す
。 

で
６０
ｔ
、
そ
の
３
割
の
年
間
１
８
，

０
０
０
ℓ
の
菜
種
油
の
生
産
が
見

込
め
ま
す
。 

 

菜
の
花
は
水
は
け
さ
え
良
け
れ

ば
比
較
的
手
間
が
か
か
ら
ず
、
高

齢
の
農
業
者
に
も
楽
に
栽
培
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
農
家

の
所
得
で
す
。
菜
種
の
販
売
額
が

収
入
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
面

積
あ
た
り
の
産
地
づ
く
り
交
付
金

も
自
己
保
全
管
理
に
比
べ
大
幅
に

増
加
し
、
貴
重
な
収
益
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
所
得
の
向
上
に
よ

る
農
家
の
意
欲
創
出
と
同
時
に
、

作
付
に
よ
る
環
境
運
動
へ
の
参
加

意
識
も
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

菜
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菜
の
花
は
同
じ
ア
ブ
ラ
ナ
科
の

大
根
や
キ
ャ
ベ
ツ
と
交
配
し
や
す

い
た
め
、
毎
年
町
が
指
定
品
種
の

種
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫

は
大
豆
用
の
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
を

流
用
、
所
有
す
る
農
家
に
一
括
委

託
し
て
い
ま
す
。 
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安
全
性
の
高
い
国
産
品
種
の 

安
全
性
の
高
い
国
産
品
種
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純
度
１
０
０
％
高
級
食
用
油 

純
度
１
０
０
％
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級
食
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そ
し
て
こ
の
た
び
、
既
存
施
設

「
体
験
農
園
」
の
一
画
に
待
望
の

搾
油
設
備
が
完
成
、
１
月
２４
日
に

完
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業

費
２
，
２
０
０
万
円
の
う
ち
、
機

械
代
が
１
，
６
０
０
万
円
、
そ
の

半
分
に
国
の
「
地
域
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
交
付
金
」
が
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
運
用
は
当
面
町
が
行
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
は
生
産
者
の
グ

ル
ー
プ
に
委
託
す
る
予
定
で
す
。 
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搾
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２４
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グ

ル
ー
プ
に
委
託
す
る
予
定
で
す
。 

設
置
し
た
の
は
焙
煎
釜
、
搾
油

機
、
精
油
機
、
過
熱
・
貯
蔵
タ
ン

ク
な
ど
。
搾
油
機
は
１
日
３
５
０

ｋｇ
の
菜
種
か
ら
１
０
０
ℓ
の
油

を
生
産
す
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、

同
施
設
内
で
は
瓶
詰
め
ま
で
の
一

連
の
作
業
が
可
能
で
す
。 
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何
も
足
さ
ず
、
何
も
引
か
な
い

圧
搾
法
の
み
に
よ
る
採
油
は
、
良

質
の
脂
肪
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
損
な
う
こ
と
が
な

く
、
栄
養
的
に
優
れ
た
菜
種
油
を

作
り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
揚
げ
物

を
し
て
も
臭
わ
ず
カ
リ
ッ
と
揚
が

り
、
風
味
も
豊
か
で
胃
に
も
も
た

れ
ず
、
そ
の
上
、
酸
化
し
づ
ら
い

性
質
で
繰
り
返
し
使
っ
て
も
傷
み

に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
ダ
油
よ
り
も
オ
リ
ー
ブ
油
に

近
く
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
に
も

向
い
て
い
ま
す
。 
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は
日
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の
菜

種
油
の
自
給
率
は

０
．１
％
未
満
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は

海
外
産
で
す
。
小

坂
町
で
栽
培
し
て

い
る
の
は
「
キ
ザ

キ
ノ
ナ
タ
ネ
」。東

北
農
業
研
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セ
ン

タ
ー（
盛
岡
市
）で
開
発
さ
れ
た
、

心
臓
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ

れ
る
エ
ル
シ
ン
酸
を
含
ま
ず
、
耐

寒
雪
性
の
強
い
北
東
北
向
き
の
品

種
で
す
。 
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製
品
は
３
０
０
ｍℓ
瓶
が
６
３

０
円
、
７
２
０
ｍℓ
瓶
が
１
，
２
６

０
円
で
、
当
面
は
町
内
の
商
店
で

販
売
さ
れ
ま
す
。
圧
搾
法
は
原
料

の
割
に
回
収
率
が
低
く
、
手
間
と

コ
ス
ト
の
か
か
る
方
法
で
す
が
、

有
機
溶
媒
な
ど
を
用
い
る
大
規
模

抽
出
と
は
一
線
を
画
し
た
、
い
わ

ば
「
高
級
食
用
油
」
仕
様
で
す
。 
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０
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、
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０
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が
１
，
２
６

０
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で
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当
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は
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で
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搾
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は
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に
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収
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が
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、
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間
と
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で
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が
、
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模
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は
一
線
を
画
し
た
、
い
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ば
「
高
級
食
用
油
」
仕
様
で
す
。 

  

菜
の
花
栽
培
か
ら
広
が
る 

菜
の
花
栽
培
か
ら
広
が
る 

二
次
的
展
開
へ
の
期
待
も 

二
次
的
展
開
へ
の
期
待
も 

  

菜
の
花
の
連
作
障
害
を
防
止
す

る
た
め
作
付
を
検
討
し
て
い
る
ヒ

マ
ワ
リ
や
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
ブ
ド
ウ
の
種
も
設
備
完
成
に

よ
り
搾
油
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
菜
の
花
に
よ
る
養
蜂
、
菜
種

油
を
絞
っ
た
菜
種
カ
ス
の
肥
料
や

家
畜
飼
料
と
し
て
の
利
活
用
な
ど
、

二
次
的
展
開
も
控
え
て
い
ま
す
。 
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他
方
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
関
連
で
は
製
造

施
設
の
整
備
、
副
産
物
グ
リ
セ
リ

ン
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
利
用
研
究
、

使
用
す
る
農
家
へ
の
製
造
指
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な

ど
も
こ
れ
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の
課
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県
に
お
け
る
菜
の
花
の
利
活

用
は
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
構
成

す
る
「
秋
田
菜
の
花
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
県
の
「
菜
の
花
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
」
な
ど
を
中
心

に
、
現
在
研
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や
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
小
坂
町
の

始
め
た
取
り
組
み
は
、
本
県
の
同

研
究
分
野
の
進
展
に
寄
与
す
る
貴

重
な
実
証
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。 

本
県
に
お
け
る
菜
の
花
の
利
活

用
は
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
構
成

す
る
「
秋
田
菜
の
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ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
県
の
「
菜
の
花
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
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ム
」
な
ど
を
中
心

に
、
現
在
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や
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
小
坂
町
の

始
め
た
取
り
組
み
は
、
本
県
の
同

研
究
分
野
の
進
展
に
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与
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る
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重
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実
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事
例
と
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て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ＢＤＦを燃料に使用している町の公用車。 

瓶詰めされた製品「菜々（なな）の油」 

菜の花利活用の循環フロー 菜種油の搾油・精製 

菜種乾燥・調整 休耕田への菜の花の作付 

廃食油の収集・ＢＤＦ化 

農耕用機械へのＢＤＦ使用 

家庭・事業所での消費 菜種油の商品化・販売 

刈り取り・菜種収穫 


